
城西国際大学薬学部　5 年生　青野 未歩

薬用部位

薬効

生薬名

用途 風邪、解熱、肩こり、疲労回復などに利用される。

芳香健胃、発汗、鎮咳去痰作用

果実

枳殻（キコク）、枳実（キジツ）

　

ユズ
は
中
国
原
産
で
、
日
本
で
は
人
家
や

畑
で
栽
培
さ
れ
る
ミ
カ
ン
科
の
常
緑
小
高
木

で
す
。
柑
橘
類
の
中
で
は
寒
さ
に
強
く
、
日

本
の
広
い
範
囲
で
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
初

夏
に
白
色
の
花
を
咲
か
せ
、
冬
に
な
る
と
果

実
が
熟
し
ま
す
。

　

未
熟
果
実
は
枳
実
（
キ
ジ
ツ
）、
成
熟
果

実
を
枳
殻
（
キ
コク
）
と
呼
び
、
芳
香
健
胃

薬
、
鎮
咳
去
痰
薬
、
発
汗
お
よ
び
浴
湯
料

な
ど
に
用
いら
れ
ま
す
。
果
実
に
は
ク
エン酸
、

酒
石
酸
、
精
油
が
含
ま
れ
、
果
皮
に
は
精

油
の
リ
モネ
ン、α‐

ピ
ネ
ン、γ ‐

テ
ル
ピ
ネ
ン

な
ど
が
含
ま
れ
て
いま
す
。
リ
モネ
ンは
香
り
の

主
成
分
で
、
大
脳
に
直
接
働
き
か
け
、
気

持
ち
を
す
っき
り
さ
せ
た
り
ス
ト
レス
を
和
ら
げ

る
な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
柚
子
か
ら
抽
出
さ
れ
る
ア
ロマオ
イ
ル

は
、
病
院
や
介
護
施
設
で
の
ア
ロマテ
ラ
ピ
ー

に
利
用
さ
れ
て
いま
す
。

　

冬
至
に
柚
子
風
呂
に
入
る
方
も
多
いの
で

は
な
いで
し
ょ
う
か
。
冬
至
は
１
年
で
太
陽
が

出
て
いる
時
間
が
１
番
短
く
寒
いた
め
、
江

戸
時
代
で
は
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
日
と
言

わ
れ
て
いま
し
た
。
日
本
全
国
で
親
し
ま
れ
る

柚
子
風
呂
で
温
ま
り
、
風
邪
を
ひ
か
ず
に
寒

い冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

学名：Citrus junos Sieb. ex Miq. 　科名：ミカン科
ユズ

冬至の必需品Vol.190



城西国際大学薬学部　5 年生　武士田 綺音

薬用部位

薬効

生薬名

用途 鎮咳去痰薬、気管支拡張薬、解熱鎮痛消炎薬として

用いられる。葛根湯（カッコントウ）、

小青竜湯（ショウセイリュウトウ）、麻黄湯（マオウトウ）など

鎮咳、鎮痛、利尿作用

地上茎

麻黄（マオウ） 局方生薬

　

こ
の
植
物
は
、
中
国
で
古
く
か
ら
用
いら
れ

て
き
た
有
名
な
植
物
で
、
漢
方
薬
を
飲
ん
だ

こ
と
が
あ
る
方
は
、
いつの
間
に
か
服
用
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
中
国
の
砂
漠
や
乾
燥

し
た
山
地
に
生
え
、
イ
チ
ョ
ウ
や
針
葉
樹
と

同
じ
裸
子
植
物
で
す
。
高
さ
30
～
70
㎝
で
、

葉
は
退
化
し
て
無
く
な
って
いま
す
。
茎
は
木

質
の
緑
色
、
小
枝
は
円
柱
状
で
縦
に
浅
い溝

が
入
って
いま
す
。
夏
に
小
さ
な
卵
形
の
黄
色

い花
穂
を
つけ
ま
す
。

　

医
学
博
士
の
長
井
長
義
に
よ
り
、
シ
ナ
マ

オ
ウ
か
ら
「
エフ
ェ
ド
リ
ン」
と
いう
成
分
が
初

め
て
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。
交
感
神
経
を
興
奮

さ
せ
、
血
管
収
縮
と
心
臓
刺
激
を
起
こ
す

作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ド
ー
ピ
ング

禁
止
薬
物
と
さ
れ
て
いる
の
で
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
を
さ
れ
て
いる
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い。

　

地
上
茎
を
日
干
し
し
た
も
の
を
生
薬
で
麻

黄（
マオ
ウ
）と
言
いま
す
。
味
は
麻
痺
性
で
、

発
汗
さ
せ
て
解
熱
す
る
作
用
、
気
管
支
喘

息
な
ど
に
よ
る
咳
を
止
め
る
作
用
、
筋
肉
痛

や
関
節
痛
を
治
す
作
用
、
利
尿
作
用
に
よ

り
浮
腫
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
風

邪
の
ひ
き
始
め
に
飲
む
葛
根
湯
に
は
、
麻
黄

が
入
っ
て
いま
す
。
他
に
も
小
青
竜
湯
や
麻

黄
湯
な
ど
感
冒
に
対
す
る
多
く
の
漢
方
に
も

処
方
さ
れ
て
いま
す
。

学名：Ephedra sinica Stapf 　科名：マオウ科
シナマオウ

薬の魔王Vol.191



城西国際大学薬学部　5 年生　武士田 綺音

薬用部位

薬効

生薬名

用途 解熱鎮痛薬や頭痛、めまい、目の充血の症状緩和に

用いられる。釣藤散（チョウトウサン）、

清上蠲痛湯（セイジョウケンツウトウ）など

解熱、解毒、鎮痛、消炎作用

頭花

菊花（キクカ） 局方生薬

　

シ
マカ
ン
ギ
ク
は
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
、

朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
多
年
草
で
、
世
界

各
地
で
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
山
地
、
丘
陵

地
の
道
端
、
荒
地
、
森
林
な
ど
で
普
通
に

見
ら
れ
る
植
物
で
す
。
キ
ク
科
は
2
万
種
あ

る
と
さ
れ
、
中
国
で
作
ら
れ
た
雑
種
起
源
の

植
物
で
す
。
刺
身
の
ツ
マ（
つ
け
あ
わ
せ
）、

酢
の物
な
ど
の程
よ
い苦
味
が
あ
る
食
用
菊
や

観
賞
用
菊
と
し
て
馴
染
み
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

高
さ
は
30
～
80
㎝
、
茎
は
直
立
あ
る
いは

斜
め
で
あ
り
、
葉
の
先
は
尖
っ
て
いま
す
。
10

月
下
旬
～
12
月
に
黄
色
の
小
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
茎
の
上
に
２
個
以
上
集
ま
った
花
（
頭

花
）
は
直
径

1.5
～

2.5
㎝
と
小
さ
いで
す
。
キ

ク
特
有
の
香
り
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
苦
味
が
あ

り
ま
す
。

　

シ
マカ
ンギ
ク
は
鑑
賞
用
や
食
用
だ
け
で
は

な
く
生
薬
に
も
な
り
、
生
薬
名
は
菊
花
（
キ

ク
カ
）
と
言
いま
す
。
解
熱
や
鎮
痛
作
用
が

あ
る
た
め
、
主
に
解
熱
鎮
痛
薬
と
し
て
用
い

ら
れ
て
いま
す
。
そ
の
他
に
も
頭
痛
、
め
ま
い、

目
の
充
血
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
菊
花
を

含
む
漢
方
薬
は
釣
藤
散
（
チ
ョ
ウ
ト
ウ
サ
ン）、

清
上
蠲
痛
湯
（
セ
イ
ジ
ョ
ウ
ケ
ン
ツ
ウ
ト
ウ
）

と
し
て
用
いら
れ
て
お
り
、
副
作
用
が
少
な
い

と
さ
れ
て
いま
す
。

学名：Chrysanthemum indicum L. 　科名：キク科
シマカンギク

薬にもなるキクVol.192
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